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　環境経営理念

　環境保全への行動指針

１ ．環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

２ ．創意工夫による省エネルギー等により二酸化炭素排出量の削減に努めます。

３ ．廃棄ロスをなくす等廃棄物の発生抑制につとめます。

４ ．適正な利用により水使用量の削減に努めます。

５ ．廃棄物の再資源化を推進します。

６ ．環境に配慮した製品をお客様にお届けします。

７ ．環境に配慮した物品等の購入に努めます。

８ ．地域や関係団体の環境活動に積極的に参加します。

制定日： 2019年6月19日

　

代表取締役社長 久保　公司

自然環境を常に意識し、継続的な汚染予防・改善に努め、
『地球にやさしい物づくり、物にやさしい人づくり』をスローガンとして、
全員参加のもと環境経営システムを継続的に運用し、環境保全・環境負荷低減に努めます。

環 境 経 営 方 針
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更新日：
（１） 名称及び代表者名

株式会社エドランド工業
代表取締役社長　久保　公司

（２） 所在地
本　　　社 岐阜県関市下有知3846-1

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 営業部長　 山田　裕二　 TEL：0575-22-0451
担当者 営業部 小椋　彦宣　

（４） 事業内容
刃物、金属加工製品及び金型の設計、製造、販売

（５） 事業の規模
売上高 万円

従業員　　　　　 名 名
延べ床面積　　　 ㎡ ㎡

（６） 事業年度 10 月 21 日 ～ 10 月 20 日
(2022年）　　（2023年）

□認証・登録の対象組織・活動
登録組織名： 株式会社エドランド工業
対象事業所： 本　　　社
活動： 刃物、金属加工製品及び金型の設計、製造、販売

□事業や製品（商品）の紹介

フードカッター、プラスチック用刃物、自動車・航空機部品用刃物など

幅広い業種の工業用機械刃物をオーダーメイドで製作。

2023年4月3日

49614
本　　　社 合計

43 43名
3240 3,240㎡

組 織 の 概 要
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更新日：

代表者

環境管理 責任者

環境事務局

2023年4月3日

社長 久保公司

山田裕二

小椋彦宣

環境委員会

環境経営組織及び役割・責任・権限

本部

野口茂弥

1課

石原照和
2-1課

朝田基嗣
2-2課

室賀裕也
2-3課

川口健一
3課

石原照和

統括責任

必要な経営資源を準備

環境経営方針の策定・見直し

環境に関する実行責任者
代表者への報告

環境管理責任者の補佐、環境委員会の事務局

各種帳票の作成・データの取りまとめ

環境経営目標・計画書案の作成

環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

環境関連の外部コミュニケーションの窓口

環境経営レポートの作成、公開

環境関連法規等遵守の取組
環境方針・目標・活動計画の周知

環境経営目標達成に向けた取組実施

問題点の是正・予防

環境経営計画の審議

環境目標・環境活動進捗状況確認・評価

環境活動実績の確認・評価

教育訓練の実施

全従業員

環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚

決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加
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□環境経営目標及びその実績 数値目標：○達成　×未達成

〇

✕

〇

〇
〇

〇
✕

✕
✕

✕
✕

✕
✕

基準年（2018年度） 2023年度 2024年度 2025年度

（基準値) （目標） （実績） （目標） （目標）

kg-CO2 151,091 145,048 137,116 143,537 142,026
電気使用量
（kWh） 334,273 303,353

基準年度比 2018年度 96% 91% 95% 94%

原単位 kWh/千円 0.733 0.704 0.611 0.697 0.689

kg-CO2 1,743 1,673 398 1,656 1,638
1,743 1,673 398

基準年度比 2018年度 96% 23% 95% 94%
kg-CO2 8,209 7,962 4,750 7,880 7,798

基準年度比 2018年度 97% 58% 96% 95%
上記二酸化炭素排出量合計 kg-CO2 161,043 153,010 142,264 153,073 151,463

kg 310 288 410 285 282

基準年度比 2018年度 93% 132% 92% 91%
kg 3,000 2,400 2,480 2,400 2,340

83% 80% 78%

91% 90%

㎥ 898 826 2,096 817 808

化学物質を適切に管理し定期的に確認する

※電力の二酸化炭素排出係数（2018年度調整後）　　0.452kg-CO2/kWh
※原単位の分母：2018年度の売上高455,811千円　　2023年度の売上高496,145千円

化学物質使用量の削減

一般廃棄物の削減

産業廃棄物の削減

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

電力による二酸化炭素
削減

水使用量の削減

灯油による二酸化炭素
削減

環境経営目標及びその実績

自動車燃料による二酸
化炭素削減

評
価

基準年度比 2018年度 92% 233%

基準年度比 2018年度 80%

環境に配慮した製品・
サービスへの取り組み

行動目標：グリーン購入率の調査

課題を解決しチャンス
を活かす取組

行動目標：不良率の調査
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数値目標：○達成　×未達成
活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

取組紹介欄
場内天井部の照明をLED化
空調設備の効率的な使用（冷房28℃暖房20℃）

2018年度

2023年度

灯油による二酸化炭素削減

取組紹介欄
建物の入口の扉下部に
シートを貼りすきま風対策を
施した。

2018年度

2023年度

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画
数値目標 〇

原単位目標 〇
・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃） ○
・不要照明の消灯 △
・働き方見直しによる残業時間の短縮 ○
・生産方法の改善による時間短縮 △
・空気圧縮機のエア洩れ点検 ○

11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月
20,684 26,855 29,424 29,174 29,849 26,693 25,164 27,990 33,196 33,196 27,264 28,810

26,619 29,913 21,424

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画
数値目標 〇

22,652 29,142 27,780 31,094 24,291 23,052 18,419 23,107 25,860

・ウォームビズの推進 ○
・隙間の目張り ○
0 0
0

11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月
40 180 120 220 120 20 0 0 0 0 0 0

0 0 00 160 0 0 0 0 0 0 0

環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の計画

ウォームビズの推進やすきま風対策を施したり
最近の暖冬ということも相まって77％の削減を
することができた。
今後も無理のない範囲で取り組みを継続していく。

目標値に対し、5％、基準年に対して10％程度の削減ができた。
使っていない機械や手元照明、エアコンの温度設定など
注視してきた成果かと思う。
照明などもLEDに変え消費電力の削減に努めた。
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自動車燃料による二酸化炭素削減

取組紹介欄
集配ルートの決定
集配日の決定
（今までは特に決まりはなく都度、外出をしていた。
集配日を月・水・金と決め、行先を踏まえ集配ルートを決定）

2018年度

2023年度

取組紹介欄
集配ルートの決定
集配日の決定
（今までは特に決まりはなく都度、外出をしていた。
集配日を月・水・金と決め、行先を踏まえ集配ルートを決定）

2018年度

2023年度

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画
数値目標 〇

・アイドリングストップ ○
・効率的なルートで配送 ○
・エリア別営業活動の見直し △

11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月
339 275 276 282 258 275 259 238 285 191 356 240

204 187 118

11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

167 156 92 247 150 170 137 166 117

0 50 0
0 37 0 0 0 0 0 0 0 0 0 39

45 0 0 49 0 45 0 0 46

エコカーなどの低燃費車を増やし
ガソリン・軽油の使用量を基準年に対し大体半分に減らすことがで
きた。
また、集配のルートの決定や集配日を月・水・金と決め
必要以上の外出を減らした。
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一般廃棄物の削減

取組紹介欄
分別表示
ゴミ袋の再利用

2018年度

2023年度

産業廃棄物の削減

取組紹介欄
以前は雑というひとくくりで分別していた
鉄くずを鉄とプラスチックに分別してから
それぞれをボックスに入れるようにした

2018年度

2023年度

水使用量の削減

取組紹介欄
手洗い場やトイレなどに節水を促すよう
掲示をした。

2018年度

2023年度

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画
数値目標 ✕
・分別の徹底 ○
・梱包材の再利用 ○
・持込ごみの見直し △
0 0

11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月
0 0 120 0 0 0 0 190 0 0 0 0

0 0 0

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画
数値目標 ✕

・作業ミスによる廃棄量の削減 ○

0 0 0 0 210 0 0 0 200

・素材別ボックスの設置 ○

11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月
1,000 0 1,000 0 0 0 1,000 0 0 0 0 0

0 0 0

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画
数値目標 ✕
・節水シールの貼り付け ○

0 860 0 0 0 760 0 0 860

・蛇口の修理 0

0

0

11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月
55 57 50 82 80 100 57 99 84 75 88 70

169 142 123226 214 194 157 186 200 170 172 144

環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無

まったく目標値に対して達成することができなかった。
トイレや手洗い場の蛇口が完全に閉まらず漏れているのを
修理できなかったことが原因と考えるため
早急に蛇口の交換など修理を行っていきたい。
ただ、基準年以降の数値を確認するとそこまで異常な数値ではないため
もしかしたら基準年の数値が異常なのかもしれないので調査する。

雑誌などは廃棄ではなく古紙回収に出し家庭ごみは
持ち帰るように引き続き呼び掛けていく。
目標値は達成とはならなかったが、昨年の排出量と比べ
大きく削減することができた。

わずかに目標値を達成することができなかった。
研磨屑に対しては100％リサイクルをしている。
今後もリサイクルを続けていく。
目標値は据え置くことにする。

0

100

200

300

11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

水道水（㎥）
2018年度 2023年度

0

100

200

300

11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

一般廃棄物（kg）
2018年度 2023年度

0

500

1,000

1,500

11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

産業廃棄物（kg）
2018年度

写真の添付した方が伝

わるのでは！
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□外部からの環境上の苦情・要望等

緊急事態の想定： 地震の発生
■実施日： ■実施場所：
■参加者：

■実施内容： 　☑避難訓練

■評価： 手順書の変更の必要性 □ あり ☑ なし

■実施状況の様子

緊急事態の想定： 油流出事故の発生
■実施日： ■実施場所：
■参加者：

■実施内容：

■評価： 手順書の変更の必要性□ あり ☑ なし

■実施状況の様子

騒音規制法 空気圧縮機、送風機の設置
振動規制法 空気圧縮機の設置
水質汚濁法 洗浄設備の設置

環境関連法規制等名称 該当する設備・項目

環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無

緊急事態対応の試行・訓練

なし

塚原　正和　　　　朝田　基嗣　　　　石原　照和
野口　茂弘　　　　室賀　裕也　　　　島村　和正

なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

2023/10/17 エドランド工業

地震発生時の避難訓練

迅速に避難、人員確認、報告ができていた。
概ね良好。

全社員

2023/9/29 エドランド工業

焼入れ油の交換作業　油、運搬時に転倒し流出

実践さながらに行動できていた。
良好

下水道法 除害施設の設置
消防法（危険物） 危険物の保管
フロン排出抑制法 業務用空調機・冷凍庫・冷蔵庫の設置
顧客要求事項 環境管理、品質管理　
環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

廃棄物処理法 一般廃棄物及び産業廃棄物の保管・排出
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実施日：

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり

環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり 実績を踏まえて見直すこと

実施体制他 ☑ 変更なし □ 変更あり

会社周辺の清掃活動 社内清掃活動 社内清掃活動

会社周辺の清掃活動 会社周辺の清掃活動

□編集後記

事務局になり、今回で3回目のレポート作成となりました。
今回こそ計画的にまとめを進めたいと思いながら、できずじまいでした。
やるべきことはだいぶ理解してきたので、活動が疎かにならないよう
今後も取り組んでいきます。

これまでの環境活動の紹介

代表者による全体の評価と見直し・指示
2024年1月12日

売り上げを落とさない且、EA21の環境目標を達成するため
限られた時間の中で日常の作業、EA21の活動を計画を立てやっている。
新規の受注を伸ばしていくためのツールの一つとしても
EA21の活動は非常に効果的なものと感じているので
今後も引き続き、活動を続け、社会に貢献していきたい。
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